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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
農
業
委
員
の
第
２１
回
統
一
選
挙
が
行
わ
れ
、
本

市
で
は
、
公
選
委
員
３０
名
、
関
係
団
体
に
よ
る
選
任
委
員
７
名
、

計
３７
名
の
農
業
委
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
委
員
一
同
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
本
市
農
業
・
農
村
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
豪
雪
・
東
日
本
大
震

災
・
集
中
豪
雨
と
災
害
の
大
変
多
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
復

旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
政
府
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
の
開
始
を
表
明
し
ま
し
た
。

農
水
省
の
試
算
で
は
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
国
産
米
の
ほ
と

ん
ど
が
値
段
の
安
い
外
国
産
米
に
置
き
換
わ
り
、
国
内
生
産
量
が

９０
％
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
だ

け
で
な
く
国
民
生
活
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
す
２１
も
の
分
野
が
交
渉

対
象
と
な
っ
て
お
り
、様
々
な
分
野
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
等
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
断
固
阻
止

す
る
べ
く
、
要
請
活
動
等
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
の
将
来
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
、
関
係
機
関

・
団
体
と
連
携
し
、
本
市
の
農
業
を
今
ま
で
以
上
に
活
力
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
農
業
委
員
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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《
会
　
　
長
》

　
伊
　
豆
　
秀
　
一
（
矢
　
島
）

《
会
長
職
務
代
理
者
》

　
金
　
子
　
　
　
徹
（
本
　
荘
）

《
委
　
　
員
》

　
井
　
島
　
　
　
昇
（
本
　
荘
）

　
金
　
子
　
拓
　
雄
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東
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田
　
口
　
作
　
内
（
本
　
荘
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佐
　
藤
　
政
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二
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一
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小
　
野
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（
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本
　
荘
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熊
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庭
　
安
　
一
（
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島
）

　
小
　
松
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（
大
　
内
）

　
栗
　
田
　
哲
　
榮
（
鳥
　
海
）

　
眞
　
坂
　
平
　
通
（
大
　
内
）

　
三
　
浦
　
善
　
信
（
西
　
目
）

　
猪
　
股
　
敬
　
三
（
本
　
荘
）

　
佐
　
藤
　
俊
　
和
（
由
　
利
）

　
　
　
橋
　
賢
　
一
（
鳥
　
海
）

　
吉
　
尾
　
憲
　
一
（
岩
　
城
）

　
渡
　
辺
　
幹
　
夫
（
東
由
利
）

　
板
　
垣
　
　
　
繁
（
由
　
利
）

　
大
　
場
　
弥
　
吉
（
鳥
　
海
）

　
角
　
谷
　
長
　
栄
（
本
　
荘
）

　
三
　
浦
　
恵
　
子
（
矢
　
島
）

　
佐
々
木
　
多
　
悦
（
大
　
内
）

　
加
　
川
　
一
　
男
（
西
　
目
）

　
庄
　
司
　
和
　
夫
（
由
　
利
）

　
石
　
田
　
安
　
子
（
鳥
　
海
）

　
伊
　
藤
　
文
　
円
（
大
　
内
）

　
鈴
　
木
　
甚
　
一
（
本
　
荘
）

　
齋
　
藤
　
　
　
誠
（
西
　
目
）

　
佐
　
藤
　
系
　
悦
（
矢
　
島
）

　
正
　
木
　
修
　
一
（
大
　
内
）

　
新
　
田
　
豊
　
治
（
鳥
　
海
）

　10月19日～25日、各地域毎に農地パトロールを
行い、7月に行った農地利用状況調査の補充調査な
ど遊休農地の解消や違反転用の防止に取り組んでい
ます。

　7月20～22日、農地利用状況調査を行いました。
　管内の農地の利用状況を把握し、市耕作放棄地協
議会と連携を図りながら、遊休農地の解消に取り組
んでいます。

　11月1日、秋田県農業委員大会が横手市で開催さ
れ、「農業の競争力・体質強化に結びつく施策に関
する要請」等3議案、緊急決議として「TPP交渉へ
の参加反対を求める緊急要請」が決議されました。

　9月6日、作況調査を由利・矢島・鳥海地区にお
いて行いました。
　稲作や施設等の視察を行い、終了後、作況調査等
検討会を行いました。
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Ｑ
１
　
農
業
者
年
金
と
は
？

Ａ
２
　
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し

て
、
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
年
金

制
度
で
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

③
６０
歳
未
満
で
①
・
②
の
２
つ
の
要
件

を
満
た
す
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　
月
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
ま
で
自
由

に
選
択
で
き
、
認
定
農
業
者
で
青
色
申

告
し
て
い
る
な
ど
の
農
業
の
担
い
手
に

は
政
策
支
援
（
３５
歳
未
満
　
６
千
円
〜

１
万
円
・
３５
歳
以
上
　
４
千
円
〜
６
千

円
の
国
庫
補
助
）
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
農
業
者
年
金
は
安
心
し
て
加
入

で
き
る
制
度
な
の
？

Ａ
２
　
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

方
式
の
年
金
で
す
。
現
在
の
農
業
者
年

金
制
度
は
、
自
ら
が
積
み
立
て
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
」
の

年
金
で
す
。
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左

右
さ
れ
に
く
い
長
期
的
に
安
心
し
た
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
農
業
者
年
金
に
は
税
制
面
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
っ
て
本
当
？

Ａ
３
　
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措

置
。
所
得
税
、
住
民
税
が
節
税
に
！
支

払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来

受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
で
す
。

●
例
え
ば･･･

保
険
料
月
額
２
万
円
で

　
加
入
の
場
合
、
年
間
４
万
８
千
円
も

　
節
税
に
！
（
税
率
２０
％
の
場
合
）

Ｑ
１
　
農
業
用
施
設
と
し
て
転
用
す
る

場
合
も
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
で
し

ょ
う
か
？

Ａ
１
　
自
己
の
所
有
す
る
農
地
を
、
耕

作
又
は
養
畜
、
温
室
等
の
農
業
用
施
設

に
転
用
す
る
場
合
で
、
転
用
す
る
面
積

が
２
ａ
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
許
可
で

は
な
く
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
の
み

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
一
時
的
に
資
材
や
車
を
農
地
に

置
く
場
合
、農
地
転
用
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
２
　
農
地
に
区
画
形
質
の
変
更
を
加

え
て
住
宅
等
の
施
設
の
用
地
に
す
る
行

為
の
ほ
か
、
農
地
の
区
画
形
質
に
変
更

を
加
え
な
く
て
も
農
地
を
そ
の
ま
ま
資

材
置
き
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合
等
、

農
地
と
し
て
の
利
用
が
行
え
な
い
状
態

に
す
る
も
の
も
農
地
転
用
行
為
に
該
当

し
ま
す
。

Ｑ
３
　
非
農
地
証
明
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

Ａ
３
　
登
記
簿
上
の
地
目
が
「
田
」
又

は
「
畑
」
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
、
所

有
権
移
転
等
の
登
記
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
農
地
法
の

許
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
情
報

（
許
可
証
等
）
を
添
付
情
報
と
し
て
提

供
し
な
い
と
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
況
が
宅
地
等
農
地
以

外
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
農
地
法
の

許
可
を
要
し
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

場
合
は
あ
ら
か
じ
め
登
記
簿
の
地
目
を

農
地
以
外
の
も
の
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
非
農
地
証
明
と
は
、
こ
の
よ
う
な
地

目
変
更
の
登
記
申
請
に
際
し
添
付
情
報

と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
数
年
間
耕
作
が
さ
れ
て
い
な

い
土
地
で
あ
っ
て
も
、
耕
作
し
よ
う
と

す
れ
ば
い
つ
で
も
耕
作
で
き
る
よ
う
な

土
地
は
農
地
法
上
の
農
地
で
す
の
で
、

単
に
荒
れ
地
状
態
と
な
っ
て
い
る
農
地

と
い
う
こ
と
で
は
非
農
地
証
明
は
出
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
毎
月
２０

日
締
切
（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会

事
務
局
又
は
各
総
合
支
所
庶
務
班
（
産

業
課
内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
１１
名
の
方
々
が
農
業
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
地
域

農
業
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
　
　
田
　
継
　
雄
（
本
　
荘
）

・
佐
　
藤
　
は
つ
子
（
本
　
荘
）

・
佐
　
藤
　
　
　
實
（
矢
　
島
）

・
阿
　
部
　
長
一
郎
（
岩
　
城
）

・
今
　
野
　
正
　
樹
（
岩
　
城
）

・
佐
々
木
　
昭
　
彦
（
由
　
利
）

・
太
　
田
　
孝
　
克
（
大
　
内
）

・
佐
　
藤
　
綾
　
子
（
大
　
内
）

・
鈴
　
木
　
　
　
博
（
東
由
利
）

・
畠
　
山
　
清
　
子
（
東
由
利
）

・
佐
々
木
　
隆
　
一
（
西
　
目
）
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当
組
合
は
平
成
１８
年
に
構
成
員
２８
名

で
設
立
し
、
現
在
は
農
地
の
集
約
に
よ

り
構
成
員
２４
名
、
水
稲
２４
㌶
、
大
豆
３

㌶
の
営
農
規
模
で
あ
る
。

　
構
成
員
の
平
均
年
齢
は
６６
歳
で
、
７０

代
以
上
が
過
半
数
を
占
め
、
６０
代
以
下

で
専
業
農
家
は
１
名
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
作
業
及
び
共
同
作
業
は
週
末
中

心
の
現
状
で
あ
る
。

　
将
来
的
に
は
組
合
の
法
人
化
を
視
野

に
、
５
年
間
で
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク

タ
ー
、
畦
塗
機
、
溝
掘
機
、
洗
浄
機
、

防
除
機
、
ス
ノ
ー
ラ
ッ
セ
ル
等
を
共
同

購
入
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
現

状
の
営
農
規
模
か
ら
稲
作
、
大
豆
だ
け

で
は
法
人
化
し
て
も
将
来
像
が
見
え
て

こ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
通
年

営
農
の
取
組
と
し
て
、
試
験
的
に
個
人

単
位
で
７０
坪
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
２
棟

を
建
設
し
、
冬
期
間
の
野
菜
栽
培
に
よ

り
、
経
営
や
技
術
面
、
労
働
力
等
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
取
り
組
む
予
定
で
あ

る
。
　
最
大
積
雪
深
６０
セ
ン

チ

の
山
間
部
で
は
た

し
て
…
…
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
…
…
。
と
の
心

配
は
あ
る
も
の
の
、
ま
ず
は
少
し
づ
つ

一
歩
で
も
前
に
進
ん
で
、
将
来
像
を
描

け
る
地
点
に
到
達
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
　
喜
勝
委
員
）

　
功
さ
ん
（
８１
歳
）
と
妻
、
縫
さ
ん

（
８０
歳
）
の
１
日
は
朝
の
天
気
予
報
の

チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
日
１

日
の
作
業
計
画
を
立
て
、
功
さ
ん
は
毎

日
の
日
課
の
田
回
り
に
出
ま
す
。

　
　
野
家
は
水
稲
2.5
㌶
に
ハ
ウ
ス
３
棟

100
坪
あ
り
ま
す
。
主
に
功
さ
ん
が
水

稲
、
縫
さ
ん
が
ハ
ウ
ス
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
功
さ
ん
は
３０
〜
４０
代
の
頃
冬
は
出
稼

ぎ
で
、
東
京
・
神
奈
川
な
ど
で
建
設
、

自
動
車
関
係
の
仕
事
に
行
っ
て
、
家
の

事
、
町
内
の
事
は
縫
さ
ん
が
頑
張
り
ま

し
た
。

　
ハ
ウ
ス
に
は
昭
和
６３
年
か
ら
ず
っ
と

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
付
け
し
、
収
穫
後
に

は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
を
作
付
け
、
収
穫
し

た
野
菜
は
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
ま
す
。
最
初

の
頃
は
大
勢
の
農
家
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

作
り
ま
し
た
が
、
今
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
功
さ
ん
は
１８
歳
か
ら
農
業
を
始
め
て
、

若
い
頃
は
農
作
業
を
自
分
で
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
に
変
わ
っ
た
頃
か
ら
は
、
息
子
さ
ん

に
作
業
を
任
せ
て
、
日
々
そ
れ
以
外
の

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
昔
は
米
価
が
高
く
て
農
業
が
楽
し
か

っ
た
が
、
今
は
減
反
、
米
価
の
下
落
と

明
る
い
話
題
は
あ
ま
り
な
い
け
れ
ど
、

農
業
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
功
さ
ん
は
１０
年
前
に
大
腸
ガ
ン
で
手

術
を
し
て
１
ヶ
月
半
入
院
し
ま
し
た
。

今
は
健
康
で
汗
を
流
し
た
後
の
毎
日
の

晩
酌
が
楽
し
み
で
す
。

　
縫
さ
ん
は
年
に
数
回
行
わ
れ
る
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
講
習
会
に
集
ま
る
人
々
と

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
色
々
な
話
を
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
２
人
仲
良
く
、
健

康
に
気
を
付
け
て
農
業
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
　
一
正
委
員
）

生
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私
は
退
職
を
機
に
農
業
に
専
念
し
て

お
り
ま
す
。
経
営
の
主
体
は
水
稲
と
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
で
す
。そ
の
他
に
は
大
豆
、

カ
ボ
チ
ャ
、
長
ね
ぎ
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。
農
作
業
は
、
妻
と
息
子
と
私
の
３

人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
植
栽
２
年
目
な
の

で
今
後
収
穫
の
最
盛
期
に
は
雇
用
も
考

え
、
水
稲
は
息
子
を
主
体
に
拡
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
気
に
な
っ
て
い
る
事
は
社
会
情

勢
で
す
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
報
道
に
よ

る
と
１１
月
に
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
野
田
首
相
は
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

首
脳
会
議
」
に
て
交
渉
へ
の
参
加
を
表

明
し
た
と
の
事
で
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
農
林
水
産
業
を

含
む
地
域
経
済
・
社
会
は
、
崩
壊
の
恐

れ
が
あ
り
、
医
療
・
保
険
・
雇
用
・
食

料
の
安
全
性
な
ど
、
我
が
国
の
基
準
・

制
度
の
大
幅
な
変
更
を
伴
い
、
国
の
形

を
一
変
さ
せ
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　
平
成
に
入
っ
て
２
万
円
の
米
価
が
半

額
に
な
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
こ
れ
以
上
生

産
基
盤
が
崩
れ
、
若
い
農
業
者
が
希
望

を
も
て
ず
見
切
り
を
付
け
る
よ
う
な
事

の
な
い
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

社
会
情
勢
の
中
で
す
が
、
地
区
内
の
農

業
者
と
共
に
お
い
し
く
安
全
な
食
料
生

産
に
努
め
食
糧
基
地
と
し
て
維
持
発
展

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
　
俊
和
委
員
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
２４
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
録
資
格
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
各
地
域
毎
に
昨
年
１２
月
中

旬
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
か
ら

漏
れ
る
と
資
格
が
あ
っ
て
も
投
票
権
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
登
録
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
資
格
要
件
》

　
平
成
２４
年
１
月
１
日
現
在
、
由
利
本

荘
市
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、平
成
２４
年

３
月
３１
日
に
お
い
て
満
２０
歳
以
上
（
平

成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
）

の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

①
　
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
か
、
そ
の
同
居

の
親
族
、
又
は
配
偶
者
で
耕
作
従
事
日

数
が
６０
日
以
上
の
方
。

②
　
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の

組
合
員
、
社
員
又
は
株
主
で
あ
っ
て
、

耕
作
従
事
日
数
が
６０
日
以
上
の
方
。

　
右
の
資
格
要
件
を
満
た
す
方
で
、
お

手
元
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
又
は
各
総
合
支
所

庶
務
班
（
産
業
課
内
）
に
ご
連
絡
下
さ

い
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
法
令
に
基
づ
く

業
務
の
ほ
か
に
、
地
域
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
農
業
経
営

の
な
か
で
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
近
く

の
農
業
委
員
、
又
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
各
総
合
支
所
庶
務
班
（
産
業
課

内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
贈
与
に
つ
い

　
て

☆
農
地
に
家
を
建
て
た
い
、
駐
車
場
や

　
資
材
置
場
に
し
た
い

☆
農
地
に
つ
い
て
の
問
題

☆
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
担
当
機
関

　
を
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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昨
年
は
農
業
委
員
の
改
選
が
あ
り
新

た
な
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
「
広
報
委
員
」
も
新
任
者
が
多

く
２４
年
１
月
発
行
の
「
第
１１
号
」
の
編

集
作
業
は
少
々
心
配
し
ま
し
た
が
、
委

員
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
し
っ
か
り
と
理

解
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
発
行
準
備
を
進
め

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
期
３
年
の
表

紙
写
真
を「
絆
、
和
、
微
笑
み
」と
い
う

テ
ー
マ
と
し
て
、
去
年
よ
り
今
年
、
昨

日
よ
り
今
日
は
、
と
い
う
よ
う
に
地
域

が
、
日
本
が
少
し
で
も
元
気
に
な
る
よ

う
に
期
待
し
な
が
ら
、
内
容
を
充
実
さ

せ
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
相
庭
　
安
一
委
員
）

相
庭
　
安
一
・
佐
藤
　
俊
和
・
佐
藤
　
喜
勝

伊
藤
　
一
正
・
小
野
　
眞
一
・
三
浦
　
善
信

大
場
　
弥
吉
・
三
浦
　
恵
子
・
石
田
　
安
子

伊
藤
　
文
円

　
秋
田
市
内

の
短
大
を
出

て
か
ら
東
由

利
の
保
育
園
に
就
職
し
ま
し
た
。
両
親

は
二
人
共
役
場
職
員
で
し
た
の
で
、
酪

農
や
牛
に
は
全
く
縁
の
な
い
私
で
し

た
。
そ
れ
が
乳
牛
４０
頭
も
い
る
酪
農
家

に
嫁
い
で
き
た
の
で
す
か
ら
。

　
牛
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、保
育
士
を
辞
め
て
か
ら
３
年
後
、

今
年
で
７
年
程
に
な
り
ま
す
。
３
番
目

の
子
供
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
で
す
し
、

何
も
分
か
ら
な
い
牛
相
手
の
仕
事
な
ん

て
、
出
来
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
興
味
は
あ
り
ま
し
た
。
夫
に
少

し
ず
つ
教
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
怖
か

っ
た
牛
に
も
慣
れ
、
い
く
ら
か
仕
事
も

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
乳
牛
の
他
に
繁
殖
用
の
和
牛

も
１
頭
か
ら
始
め
て
、
今
は
親
も
１０
頭

に
な
り
ま
し
た
。

　
牛
の
仕
事
で
一
番
大
変
だ
っ
た
事

は
、
最
初
の
頃
の
身
体
の
痛
み
で
し
ょ

う
か
。
両
腕
、
腰
等
、
と
に
か
く
全
て

が
痛
く
、
気
に
な
ら
な
く
な
る
ま
で
数

ヶ
月
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
嬉
し
か

っ
た
事
は
、
初
め
て
牛
の
出
産
を
手

伝
っ
た
と
き
に
、
夫
に
「
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
少

し
は
役
に
立
て
た
気
が
し
た
時
で
す
。

一
番
辛
か
っ
た
事
は
、
産
ま
れ
た
時
か

ら
世
話
し
た
子
牛
が
セ
リ
に
出
さ
れ
た

時
で
す
。
毎
日
話
し
か
け
な
が
ら
世
話

し
た
子
牛
と
別
れ
る
際
は
、
分
か
っ

て
い
な
が
ら
も
あ
ま
り
に
悲
し
く
て
涙

が
出
ま
し
た
。

　
元
々
動
物
は
好
き
な
方
で
、
い
つ
も

人
に
話
す
様
に
牛
に
も
声
を
か
け
て
い

る
の
で
、
た
ま
に
夫
に
笑
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
か
ら
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転

も
、
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
供
達
３
人
と
も
部
活
や

ス
ポ
少
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
試
合

の
応
援
に
行
く
時
、
快
く
送
り
出
し
て

く
れ
る
義
父
母
や
、
夫
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
半
人
前
な
牛
飼
い
母
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
自
分
で
出
来
る
事
を
一
生

懸
命
や
り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
（
小
野
　
眞
一
委
員
）

　
本
市
農
業
委
員
が
経
営
し
て
い
る
、

矢
島
地
域
の
「
相
庭
牧
場
」
で
、
矢
島

中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
職
場
体
験
を
し

た
際
の
一
コ
マ
で
す
。

　
中
学
生
は
乳
搾
り
な
ど
様
々
な
経
験

を
し
て
、
仕
事
の
大
変
さ
、
責
任
の
重

大
さ
を
学
べ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
５

日
間
の
体
験
を
終
了
し
、
記
念
パ
ネ
ル

を
前
に
自
信
に
満
ち
た
最
高
の
笑
顔
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
職
場
体
験
で
、
農
業
に
興
味

を
持
ち
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
も
期

待
さ
れ
ま
す
。


